
特集／発展途上国の企業行動─契約論の視点から

●
Ｐ
Ｃ
産
業
に
お
け
る
委
託
生
産
取
引

の
広
が
り

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ｐ
Ｃ
）
産
業

で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を
冠
し 

た
製
品
を
販
売
す

る
米
国
・
日
本
等
の
企
業
と
台
湾
の
受
託
製
造
専

門
企
業
の
間
で
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
取
引
（
発
注
元
ブ
ラ
ン

ド
・
委
託
先
設
計
に
よ
る
生
産
）
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
。

二
○
○
四
年
に
は
、
Ｈ
Ｐ
、
ア
ッ
プ
ル
、
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
の
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
委
託
生
産
比
率
は
、

ほ
ぼ
一
○
○
％
に
達
し
た
が
（“Laptop Supply 

C
hain Links in C

hina, ” A
sian

 W
all Street Jou

r-

n
al, June 9, 2005

）、
そ
の
大
部
分
が
台
湾
企
業

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ノ
ー

ト
型
Ｐ
Ｃ
の
製
造
を
お
家
芸
と
し
て
き
た
日
本
企

業
で
も
、
国
内
工
場
の
縮
小
・
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、

か
わ
っ
て
台
湾
企
業
へ
の
生
産
委
託
が
急
速
に
拡

大
し
て
い
る
。
世
界
で
初
め
て
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
を

開
発
し
、
独
自
技
術
・
自
前
生
産
路
線
で
世
界
の

ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
業
界
に
君
臨
し
た
東
芝
も
、
近
年

は
、
中
国
工
場
で
自
社
生
産
を
行
う
か
た
わ
ら
、

低
価
格
機
に
つ
い
て
は
全
量
を
台
湾
企
業
に
生
産

委
託
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（「
東
芝
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
の
王
者
、
出
直
し
改
革
」『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』

二
○
○
五
年
六
月
一
三
日
号
）。

一
九
九
○
年
代
を
通
じ
て
進
ん
だ
米
・
日
・
欧

の
ブ
ラ
ン
ド
企
業
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ｍ
発
注
の
拡
大
は
、

台
湾
の
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
受
託
製
造
専
門
企
業
の
飛

躍
的
な
成
長
を
も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
、
ク
ァ

ン
タ
（
廣
達
電
脳
）、
コ
ン
パ
ル
（
仁
寶
電
脳
工

業
）
と
い
っ
た
上
位
Ｏ
Ｄ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
の
成
長
は

め
ざ
ま
し
く
、
二
○
○
四
年
に
こ
の
二
社
が
製
造

し
た
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
台
数
は
合
わ
せ
て
約
一
九

○
○
万
台
強
と
、
世
界
出
荷
量
の
約
四
割
に
も
達

し
た
。
Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
、
台
湾
企
業
へ
の
製
造
設

備
保
有
の
集
中
化
が
猛
烈
な
勢
い
で
進
ん
で
き
た

の
で
あ
る
。

委
託
生
産
は
、
以
前
か
ら
、
電
子
製
品
、
食
品
、

繊
維
、
機
械
等
の
多
様
な
セ
ク
タ
ー
で
広
範
に
活

用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
委
託
生
産

の
多
く
は
、
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ニ
ッ

チ
市
場
へ
の
対
応
、
中
小
規
模
の
同
業
者
へ
の
製

造
委
託
を
通
じ
た
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
発
注
元
企
業
の
自
社
内
生
産
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
ノ
ー
ト

型
Ｐ
Ｃ
業
界
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
Ｍ
生
産
は
、

ブ
ラ
ン
ド
企
業
が
製
造
過
程
か
ら
手
を
引
き
、
設

計
・
生
産
と
い
っ
た
も
の
作
り
の
機
能
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
外
部
企
業
に
委
ね
て
い
る
点
で
、
際
立
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
米
・
日
の
ブ
ラ
ン
ド
企
業
に
よ
る

脱
・
製
造
の
動
き
と
、
台
湾
企
業
へ
の
設
備
保
有

の
集
中
化
と
い
う
選
択
は
、
果
た
し
て
、
こ
の
戦

略
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
企
業
の

視
点
か
ら
み
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
背
景
は
何
で
あ

ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
か
つ
て
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
主
要
な

製
造
主
体
で
あ
っ
た
日
本
企
業
が
、
自
社
生
産
を

縮
小
し
、
台
湾
企
業
へ
の
設
備
保
有
の
集
中
化
を

進
め
た
過
程
に
焦
点
を
あ
て
、
Ｐ
Ｃ
産
業
に
お
け

る
委
託
生
産
取
引
の
拡
大
の
背
景
を
、
不
完
備
契

約
論
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

●
不
完
備
契
約
論
か
ら
の
示
唆

Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
取
引
が
な
ぜ
こ
ん
な

に
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
今
日
の
Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
と

委
託
生
産
拡
大
の
背
景
│
日
台
企
業
間
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
取
引
の
事
例

特集／発展途上国の企業行動─契約論の視点から

川
上
桃
子

アジ研ワールド・トレンド No.127（2006．４）─45─アジ研ワールド・トレンド No.127（2006．４）
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Ｏ
Ｓ
を
供
給
す
る
イ
ン
テ
ル
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

が
、
製
品
規
格
の
設
定
権
を
握
っ
て
い
る
。
モ
バ

イ
ル
性
や
外
観
設
計
等
で
製
品
差
別
化
の
余
地
は

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
Ｐ
Ｃ
自
体
は
、「
ウ
ィ
ン

テ
ル
」
の
チ
ッ
プ
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
専
業
メ
ー

カ
ー
が
供
給
す
る
液
晶
パ
ネ
ル
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
ド
ラ
イ
ブ
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ツ
の
性
能
に
大

き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
設
計

や
組
立
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ス
ト
や
ス
ピ
ー
ド
を
競

う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
低
コ
ス
ト

で
迅
速
な
製
品
設
計
を
行
う
能
力
を
有
し
、
中
国

工
場
で
大
規
模
生
産
を
行
う
台
湾
企
業
に
委
託
す

る
ほ
う
が
有
利
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
こ
れ
と
関
連
し
て
、
Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
、

製
品
の
規
格
や
試
験
方
法
等
に
関
し
て
業
界
の
標

準
が
確
立
し
て
お
り
、
性
能
・
価
格
の
観
察
が
容

易
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
産
委
託
に
関
す
る
企

業
間
取
引
契
約
が
書
き
や
す
く
、
委
託
取
引
の
コ

ス
ト
が
小
さ
い
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
産
業
特
性
を
背
景
に
、

取
引
先
の
切
り
替
え
の
可
能
性
を
有
効
な
切
り
札

と
し
て
、
委
託
先
に
価
格
引
き
下
げ
や
納
期
短
縮

等
を
強
く
迫
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
割
り
切
っ

た
取
引
先
の
切
り
替
え
が
可
能
な
企
業
間
取
引
関

係
の
ほ
う
が
、
し
ば
し
ば
顔
の
見
え
る
関
係
と
な

る
企
業
内
で
の
交
渉
よ
り
も
、
ド
ラ
イ
な
条
件
交

渉
が
し
や
す
い
面
が
あ
る
。

以
上
の
議
論
は
い
ず
れ
も
、
Ｐ
Ｃ
産
業
の
企
業

間
取
引
に
お
け
る
「
契
約
の
書
き
や
す
さ
」
に
注

目
し
た
議
論
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
右
で
指
摘
し

た
Ｐ
Ｃ
産
業
の
属
性
は
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
取
引
を
円
滑
化

す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
一

九
九
○
年
代
以
降
、
日
本
企
業
が
な
だ
れ
を
う
っ

た
よ
う
に
脱
・
製
造
の
動
き
を
推
し
進
め
た
背
景

を
理
解
す
る
に
は
、
上
述
の
理
由
に
加
え
て
、
日

本
企
業
に
と
っ
て
「
設
備
を
保
有
す
る
こ
と
」
の

有
す
る
意
味
が
変
わ
っ
た
可
能
性
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
経
済
主
体
間

で
の
所
有
権
の
配
分
や
決
定
権
限
の
配
分
が
各
主

体
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
行
動
に
与
え
る
影
響
を

分
析
す
る
、
不
完
備
契
約
論
の
考
え
方
で
あ
る
。

不
完
備
契
約
論
で
は
、
経
済
主
体
（
プ
リ
ン
シ
パ

ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
間
の
契
約
が
不
十
分
な
か

た
ち
で
し
か
結
べ
ず
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
最
適
解

を
事
前
の
契
約
に
よ
っ
て
担
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
①
各
主
体
が
交

渉
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
分
を
決
め
る
、
②

プ
リ
ン
シ
パ
ル
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
と
も
に
外
部

機
会
や
交
渉
力
を
有
す
る
、
と
い
っ
た
前
提
を
導

入
し
て
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
人
的
・
物
的
資
産
の

所
有
権
や
外
部
機
会
の
水
準
の
変
化
が
、
各
経
済

主
体
の
努
力
水
準
や
投
資
水
準
に
与
え
る
影
響
を

考
察
す
る
。

不
完
備
契
約
論
の
視
点
か
ら
、
Ｐ
Ｃ
産
業
に
お

け
る
受
発
注
者
間
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
取
引
の
過
程
は
、
生
産
の

委
託
者
（
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
で
あ
る
日
本
企
業
と

受
託
者
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
で
あ
る
台
湾
企
業
の

間
の
、
取
引
条
件
を
め
ぐ
る
交
渉
と
決
定
の
過
程

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
生
産

設
備
や
技
術
知
識
の
汎
用
性
の
高
い
Ｐ
Ｃ
産
業
で

は
、
委
託
者
・
受
託
者
の
双
方
に
他
の
主
体
と
取

引
を
す
る
機
会
が
十
分
に
開
か
れ
て
お
り
、
設
備

の
保
有
水
準
や
人
的
投
資
の
水
準
に
応
じ
た
外
部

機
会
が
存
在
す
る
。

以
下
で
は
、
不
完
備
契
約
論
の
考
え
方
を
援
用

す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｃ
産
業
に
お
い
て
、
生
産
設
備

の
所
有
主
体
が
日
本
企
業
か
ら
台
湾
企
業
へ
と
シ

フ
ト
し
て
き
た
背
景
を
探
る
。

●
モ
デ
ル
の
設
定

以
下
で
は
、
参
考
文
献
①
の
第
三
章
の
モ
デ
ル

を
下
敷
き
に
し
て
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
の
生

産
設
備
の
保
有
に
関
す
る
意
思
決
定
の
モ
デ
ル
を

考
え
る
。
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
発
注
者
で
あ
る
日

本
企
業
（
Ｊ
）と
受
注
者
で
あ
る
台
湾
企
業
（
Ｔ
）

を
想
定
す
る
。
参
考
文
献
①
と
の
最
大
の
違
い
は
、

設
備
保
有
比
率
の
選
択
を
議
論
に
導
入
し
た
点
に

あ
る
。

①
Ｊ
、
Ｔ
の
操
作
可
能
変
数
│
人
的
投
資
と
設

備
保
有

Ｊ
と
Ｔ
は
そ
れ
ぞ
れ
Kj
、
Kt
の
人
的
投
資
を
行

う
。
Ｔ
が
選
ぶ
の
は
自
社
の
人
的
投
資
の
水
準
Kt

の
み
で
あ
る
。
他
方
、
Ｊ
は
、
自
社
の
人
的
投
資

の
水
準
Kj
に
加
え
て
、
Ｊ
と
Ｔ
の
あ
い
だ
で
の
設

備
の
保
有
比
率
ｒ
対
（1-r）
を
選
択
で
き
る
。
例
え
ば
、

生
産
に
必
要
な
設
備
能
力
の
う
ち
、
Ｊ
自
身
で
三

割
を
保
有
し
、
Ｔ
に
七
割
の
設
備
の
保
有
を
委
ね

る
こ
と
を
Ｊ
が
選
ぶ
な
ら
、
ｒ
は
○
・
三
と
な
る
。

人
的
投
資
、
設
備
の
所
有
に
は
費
用
が
か
か
る
。

こ
こ
で
は
簡
略
化
の
た
め
、
人
的
投
資
に
つ
い
て
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は
そ
れ
ぞ
れ
Kj
、
Kt
の
コ
ス
ト
、
設
備
の
保
有
に

は
r2/4
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
想
定
す
る
。

②
外
部
機
会

Ｊ
と
Ｔ
は
、
互
い
と
取
引
を
し
な
く
て
も
、
他

の
主
体
と
取
引
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大
で
そ
れ

ぞ
れ
Jo
、
To
の
外
部
機
会
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
。
こ
の
外
部
機
会
の
水
準
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
的
投
資
の
水
準
と
設
備
保
有
の
水
準
に

依
存
し
て
決
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

Jo=Jo （K
j,r

） 

To=To （K
t,1-r

）

と
表
せ
る
。
ま
た
、

∂
Jo/∂

K
j＞

0  

か
つ∂

Jo/∂
r＞

0

∂
To/∂

K
t＞

0 

か
つ（∂

To/∂（
1-r）＞

0

を
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｊ
、
Ｔ
と
も
に
人
的

投
資
の
水
準
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
設
備
保
有
の
比

率
が
高
い
ほ
ど
、
外
部
機
会
は
大
き
く
な
る
と
仮

定
す
る
。

③
ナ
ッ
シ
ュ
交
渉
解
に
よ
る
取
り
分
の
決
定

Ｊ
と
Ｔ
の
利
潤
の
合
計
値
Ｖ
は
、
Ｊ
、
Ｔ
そ
れ

ぞ
れ
の
人
的
投
資
の
水
準
に
依
存
し
て
決
ま
る
。

す
な
わ
ち
、V=V

（K
j,K

t

）
と
表
す
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
。

そ
れ
で
は
、
利
潤
Ｖ
は
、
ど
の
よ
う
に
配
分
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ナ
ッ
シ
ュ
交
渉
解
の
考
え

方
に
従
う
と
、
Ｊ
と
Ｔ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
ら
の
外

部
機
会
に
相
当
す
る
取
り
分
を
得
た
の
ち
、
そ
の

残
り
を
折
半
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。
す
な

わ
ち
、
Ｊ
の
取
り
分
Rj
と
Ｔ
の
取
り
分
Rt
は
、
そ

れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
表
せ
る
。

R
j=

（V-Jo-To
）/2 + Jo=

（V+Jo-To

）/2

R
t=

（V-Jo-To

）/2 + To=
（V+To-Jo

）/2

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
、
Ｔ
の
外
部
機
会
の
水
準
Jo

お
よ
び
To
は
、
Ｊ
と
Ｔ
が
交
渉
の
結
果
と
し
て
得

る
取
り
分
を
直
接
的
に
左
右
す
る
。

●
日
本
企
業
に
よ
る
設
備
保
有
水
準
の

選
択

以
上
の
よ
う
な
モ
デ
ル
設
定
の
も
と
で
、
Ｊ
は

設
備
保
有
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
行
う
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
Ｊ
に
よ
る
利
潤
最
大
化

問
題
と
そ
こ
で
の
ｒ
の
決
定
を
み
て
い
こ
う
。

Ｊ
の
利
潤
πj
は
、
Ｊ
の
取
り
分
か
ら
人
的
投
資

と
設
備
保
有
の
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た
も
の
な
の

で
、

π
j=

﹇V

（K
j,K

t

）+Jo

（K
j,r

）-To

（K
t,1-r

）﹈/2 - K
j- 

（r
2/4

）
と
な
る
。
こ
こ
で
、
本
稿
の
関
心
は
最
適
な
ｒ

の
水
準
（
r*
）
の
決
定
に
あ
る
の
で
こ
れ
を
求
め

る
と
、

π
j ’=

﹇Jo ’（r

）-∂

（1-r

）/∂
r*∂

To

（1-r

）/∂

（1-r

）﹈

/2 - r/2=0

を
満
た
す
水
準
、
す
な
わ
ちJo ’（r

）+To ’（1-r

）

=r

を
満
た
す
r*
の
水
準
に
決
ま
る
。

そ
こ
で
、Jo ’（r

）+To ’（1-r

）
を
ｒ
に
対
し
て

プ
ロ
ッ
ト
し
、
ｒ
＝
ｒ
す
な
わ
ち
四
五
度
線
と
の

交
点
（
r*
）
を
求
め
よ
う
（
図
２
）。
こ
こ
で
、

Jo ’（r

）+To ’（1-r

）が
正
の
傾
き
を
持
つ
か
負
の

傾
き
を
持
つ
か
は
、

Jo’（r）
と

To’（1-r）
の
傾
き
の
相
対
的
な

大
き
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、
一
義
的
に
は
決

ま
ら
な
い
。
た
だ
し
、
図
２
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、

Jo’（r）
が
低
下
す
る
と
き
、
r*

の
水
準
は
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｊ
に
と
っ
て
、

設
備
保
有
の
増
加
が
も
た
ら
す
外
部
機
会
の
増
分

が
低
下
す
る
と
き
、
Ｊ
に
と
っ
て
最
適
な
ｒ
の
水

準
は
低
下
し
、
脱
・
製
造
の
動
き
が
生
じ
る
こ
と

が
分
か
る
。
同
様
に
、

To’（1-r）
の
低
下
も
r*
の
低
下

を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
、
Ｔ
の
設
備
保
有
の
増

加
に
対
す
る
To
の
増
加
分
が
減
少
す
る
と
、
Ｊ
が

V

V－Jo－To

ToJo

Jの取り分　Rj Tの取り分　Rt

図 1　ナッシュ交渉解によるＪ、Ｔの取り分

（出所）参考文献①の図 2-2（23 ページ）を参考に作成。

45度線（r=r） 

45度線（r=r） 

Jo'（r）+To'（l－r） Jo'（r）+To'（l－r） 

r*の左方シフト r*の左方シフト 

r r

To'（l－r）の傾き＞｜Jo'（r）の傾き｜のとき To'（l－r）の傾き＜｜Jo'（r）の傾き｜のとき 

図 2　Jo’（r）の下方シフトの効果

（出所）筆者作成。
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設
備
保
有
を
Ｔ
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
相

手
方
の
外
部
機
会
（
To
）
の
増
分
が
減
少
す
る
た

め
、
Ｊ
が
設
備
の
Ｔ
へ
の
シ
フ
ト
を
活
発
に
行
う

よ
う
に
な
る
こ
と
を
含
意
す
る
。

●
Jo’（r）
は
実
際
に
下
方
シ
フ
ト
し
た
か

以
上
の
モ
デ
ル
分
析
か
ら
は
、
日
本
企
業
の
設

備
保
有
比
率
の
低
下
の
背
景
に
、

Jo’（r）
の
低
下
と
い

う
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
含
意
は
、
Ｐ
Ｃ
産
業
で
起
き
た
変

化
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
現
実
的
で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
の
想
定
は
決
し
て

不
自
然
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ

て
日
本
企
業
が
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
製
造
業
を
主
導
し
て

い
た
時
期
に
、
日
本
企
業
の
強
み
と
交
渉
力
の
源

泉
と
な
っ
た
の
は
、
製
造
面
で
の
優
れ
た
技
術
と
、

工
場
の
量
産
過
程
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
支

え
ら
れ
た
製
品
設
計
能
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期

の
生
産
へ
の
参
入
障
壁
は
高
く
、
日
本
企
業
の
優

位
性
や
交
渉
力
は
、
生
産
設
備
の
保
有
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、

日
本
企
業
は
、
低
価
格
機
種
の
生
産
委
託
や
半
製

品
の
調
達
を
通
じ
て
台
湾
企
業
と
の
取
引
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
際
の
日
本
企
業
の
外
部
機
会
の

水
準
は
、
日
本
企
業
自
身
が
保
有
す
る
設
備
の
水

準
に
依
存
し
て
い
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
れ
は
、
図
３
の

 J1
0（r）
の
よ
う
な
増
加
関

数
と
し
て
表
せ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
○
年
代
を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｃ
産

業
で
は
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

製
品
規
格
の
設
定
を
め
ぐ
っ
て
「
ウ
ィ
ン
テ
ル
」

の
支
配
力
が
強
ま
り
（
参
考
文
献
②
）、
製
品
設

計
・
生
産
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

製
品
差
別
化
の
余
地
は
大
き
く
狭
ま
り
、
自
社
製

造
に
よ
る
品
質
差
別
化
や
設
計
面
で
の
創
意
工
夫

を
競
い
合
う
余
地
は
減
少
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、

日
本
企
業
の
外
部
機
会
の
源
泉
と
し
て
の
設
備
保

有
の
有
す
る
意
義
も
低
下
し
た
。

代
わ
っ
て
、
日
本
・
米
国
の
Ｐ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
企

業
の
帰
趨
を
決
す
る
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
の
が
、

市
場
の
動
向
を
見
極
め
て
的
確
な
新
製
品
を
提
案

・
投
入
で
き
る
商
品
企
画
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
、
物

流
管
理
力
、
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
と

い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
企
業
と
し
て
の
組
織
能
力
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
い
ず
れ
も
設
備
保
有
と
は

直
接
的
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
発
注
者

と
し
て
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
交
渉
力
の
源
泉
、

外
部
機
会
の
裏
付
け
と
し
て
の
設
備
保
有
の
意
義

は
低
下
し
、

 J1
0（r）
は

 J2
0（r）
に
下
方
シ
フ
ト
し
て
、

Jo’（r）
の

全
般
的
な
低
下
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
（
図
３
）。

●
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
不
完
備
契
約
論
の
考
え
方
を
援
用

し
て
日
台
企
業
間
の
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
の
委
託
生
産

取
引
を
考
察
し
、
日
本
企
業
が
漸
次
、
自
社
内
で

の
生
産
比
率
を
引
き
下
げ
、
設
備
所
有
を
台
湾
企

業
に
移
転
し
て
き
た
背
景
を
検
討
し
た
。
本
稿
で

の
議
論
は
、
日
本
企
業
が
生
産
能
力
の
日
台
企
業

間
比
率
を
一
方
的
に
決
定
す
る
と
い
う
前
提
を
は

じ
め
、
モ
デ
ル
の
設
定
上
、
さ
ら
な
る
工
夫
と
精

緻
化
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
日
台
企

業
間
の
利
潤
配
分
を
め
ぐ
る
関
係
も
、
実
際
に
は

多
様
な
要
因
を
反
映
し
た
複
雑
な
過
程
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
稿
の
議
論
か
ら
は
、
不
完
備

契
約
論
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
台

企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
外
部
機
会
の
水
準
が
両
者
の
利

潤
、
ひ
い
て
は
そ
の
行
動
を
規
定
す
る
経
路
を
考

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
設
備
保
有
や
人

的
投
資
の
水
準
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る

手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
在
の
Ｐ
Ｃ
産
業
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
企
業
の
脱
・

製
造
の
動
き
と
、
設
備
保
有
の
台
湾
企
業
へ
の
集

中
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
本
稿
の
考
察
か
ら

は
、
そ
の
背
景
に
、
取
引
主
体
の
外
部
機
会
水
準

に
対
す
る
設
備
保
有
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
変
化
と
い

う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
作
用
し
て
い
た
可
能
性
が
み
て

と
れ
る
。
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図 3　Jo（r）の下方シフトと Jo’（r）の低下

（出所）筆者作成。
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